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0 隆康大口の2ズリハとインユズリハ（倉田悟） S. Kurata: Local Names of Daphni· 
＂＇勿,Umn in Japan. 

本州中南部，四国，九州にはユズりハとヒメユズリハが広く分布し，ツルノハ（九州〉，

ワカパ〈四国，紀州〉，ショウガツサン〈隠岐〉，メンツアシ〈局防滑固有林〉， イタガネ

〈周防柳井〉 などといった方言名もあるが，概ねユズPハの名が適用し，しか もζの両樹
種tζ別名を与えて区別する例は少い。四国樹木名方言集 （1936年〉によれば，ヒメユズり

ハが，イヌワカパ（土佐幡多郡〉，イヌユズリハ〈同 ，岡高岡郡〕，カタエズり〈同〉 と呼

ばれ，真物のユズリハから区別されてい喜子。しかし，星人が正当のユズリハと詔め るもの

が，何時も乙の土佐の様』Eユズリハであるとは限らない。大口市羽月の麓都港では逆IC.,

ヒメユズリハがユズリハ，ユズリハがインユズリハと名付けられてい省。大隅半島の鹿屋

市高山事業所の復木栄次郎さんは，高山 では筒樹種をユズリハといって総称するほか．特

bζメズりハをホンユズリと称して正月の飾りに用 いるが，日向南部の福島ではヒメユズリ

ハをホンユズリハ，ユズリハをウ7ユズリハと呼んでいると説明して下さった。伊豆三宅

島でもヒメユズリハがユズリハ或はユズノキと呼ばれ，ユズリハはジヨウゴノキ載はケツ

ツマリという特異な方言名を持っている。か ようにユズリハの真物はその土地によって異

な¢訳である。概ね，ユズPハは臭山に，ヒメユズリハは海岸近く哉は低地に自生するか
ら，正月用に堅人が身近かに採取出来るユズリハがその土地によって異なり ，身近かに沢

山ある方が自然に，真物のユズリハとされて来たものであろう。
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